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Circadian biology of psoriasis
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　ヒトを含むほ乳動物の細胞内では、“時計遺伝子”と呼ばれる遺伝子群が約24時間周期のリズム 

（概日リズム）を自律的につくり細胞の“時計”（概日時計）として機能している。この時計遺伝子 

タンパク質の自律的な振動が各臓器や組織に応じた固有の生理活動に概日リズムを生み出して

いる。

　近年、乾癬の発症率がシフトワーク（夜勤）する看護師で高いこと（J Invest Dermatol 2013）、 

通常みられる夜間の血圧低下が乾癬患者では見られない（Wien Klin Wochenschr 2012）ことなど、 

乾癬と概日時計の関係を示唆する報告がされている。

　そこで我々は＊乾癬の病態に概日時計が関与しているという仮説を立て検証した。その 

結果、イミキモド（imiquimod）塗布による乾癬様皮膚炎モデルにおいて時計遺伝子Clockが皮膚 

γ/δＴ細胞におけるIL-23受容体の発現調節を介して乾癬様皮膚炎を制御していることを証明

した（J Invest Dermatol 2015）。

　本講演ではそれらの研究を紹介し乾癬と概日時計の関係について議論したい。特に夜勤や 

都市型社会における昼夜の明瞭な明暗環境の消失、パソコンやスマホのブルーライトによる 

概日時計への影響など現代社会に特有の“概日時計かく乱因子”が近年の乾癬患者の増加に寄与

している可能性についても考察する。

＊中尾篤人、川村龍吉

第32回日本乾癬学会学術大会 ランチョンセミナー5


